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北九州市障害者計画進捗状況管理表（抜粋）

生涯を通じ一貫した支援体制の構築

～２８
年度

２９年
度

1
新たな障害者相談支援
体制の構築【拡充】

北九州市障害者地域生活支援セン
ターを機能強化し、基幹相談支援
センターとして再整備を行い、出
前相談を基本とした障害のある人
の利便性に配慮した相談支援体制
を構築します。

障害者基幹相談支援センターにおい
て、よろず相談窓口として、家庭訪問
を含む相談支援を実施しました。

相談件数：22,103件

引き続き、出前相談など丁寧な相談支
援を行うとともに、関係機関との連携
強化に努め、障害のある人が地域で自
立した生活を営むことができるように
支援します。

b ○

平成26年度
設置箇所数　1箇所
相談件数　25,272件

平成29年度
設置箇所数　1箇所
相談件数　43,669件

個別サービスである計画相談支援
の導入に伴い、基幹相談支援セン
ターのみで対応していたものが減
少したため、延べ相談件数は前年
度よりやや減少していますが、広
報活動の促進や、各種研修会を開
催することで障害者基幹相談支援
センターの知名度は高くなってお
り、順調に障害者及び家族等の悩
みなどに対応することができてい
ます。今後も相談支援事業所を含
めた他の相談機関との連携を強
め、相談支援体制を充実させてい
く必要があります。

「元気発
進！子ども
プラン」

保健福祉局
障害者支援
課

2
高齢者・障害者相談
コーナー充実事業

高齢者・障害者相談コーナーの窓
口職員のレベルアップを図るた
め、研修の充実を図るほか、福岡
県主催の相談支援従事者研修に職
員を派遣
します。

初任者研修を５月に開催したほか、高
齢者・障害者相談係長会議を定期的に
開催。

初任者研修等参加者：85人
係長会議：7回

今後も、初任者研修等を実施する他、
各区の相談業務に従事する職員を研修
に派遣する等、障害者や高齢者に対し
総合的な相談支援を行うことできる体
制づくりの強化を図ります。

b ○

区役所窓口職員等の
研修参加数
平成26年度  168人
平成29年度　289人

高度化・多様化する相談内容に対
応できるように、窓口職員の一層
の資質向上を図るため、初任者研
修等、窓口職員への研修の充実を
図っていく必要があります。
なお、現在のところ、県の相談支
援従事者研修は、指定相談支援事
業所に勤務する相談支援専門員等
が対象となっています。

「元気発
進！子ども
プラン」

保健福祉局
障害福祉企
画課

8
ピアカウンセリング事
業

同じ障害や問題を抱える障害のあ
る人が、仲間の立場から日常的に
相談を受けることにより、精神的
なサポート等を行ないます。

身体障害、精神障害、薬物依存、聴覚
障害（先天性）、聴覚障害（後天
性）、難病の6団体によるピアカウンセ
リングを実施しました。
平成27年12月より、聴覚障害（後天
性）を追加。

相談件数：2,045件

継続して実施します。 b ○ 継続実施
サービス等が多様化する中で、相
談者への的確な情報提供が必要と
なってきます。

保健福祉局
障害者支援
課

9
身体・知的障害者相談
員の配置

障害のある人の地域活動を推進す
るため、身体・知的障害者の相談
対応や必要な指導・援助の担い手
となる身体・知的障害者相談員を
配置します。

身体障害者相談員43名、知的障害者相
談員34名を配置し、障害者の自立支援
の相談に応じ、必要な助言・指導を行
いました。

継続して実施します。 b ○ 継続実施

身体障害者相談員が高齢化してお
り、要綱上の定員を満たすことが
困難になっています。
様々な相談機関がある中で、その
役割を明確にする必要がありま
す。

保健福祉局
障害者支援
課

所管課
他の分野別計
画との関連性

数値目標達成状況及び現状分析、今後の
課題

１　相談システムの構築

（ａ）基幹相談支援センターを中心とした相談体制の確立

平成２８年度の実施状況 目標年度

事業の方向性

事業目標

目的
達成
状況

平成２９年度の取組予定
事業
番号

事業名 事業概要

■ 目的達成状況について
a 完全に達成・終了したもの b 具体的に取り組んでおり、今後も継続して推進するもの
c 本実施に向けた準備段階にあるもの d 未着手のもの

【1-a】 1-10

1
3



北九州市障害者計画進捗状況管理表（抜粋）

～２８
年度

２９年
度

60 地域相談支援事業

障害のある人が住み慣れた地域を
拠点とし、本人の意向に即して、
充実した生活を送ることができる
よう、関係機関が連携し、地域生
活への移行や地域生活を継続する
ための支援を推進します。

指定一般相談支援事業者によって、施
設入所者や精神科病院入院患者に対
し、住宅確保など地域生活へ移行する
ための活動等への相談支援を行う「地
域移行」、及び単身で生活する障害者
につき、常時の連絡体制を確保し、緊
急事態等に相談支援を行う「地域定着
支援」を実施しました。
地域移行支援：34人
地域定着支援：69人

自立支援協議会で開催する連絡会議や
研修会を通じて指定一般相談支援事業
者に対し、地域相談支援サービスに関
する知識と理解を深め、申請者に対し
十分なサービス提供ができるよう能力
のレベルアップを図ります。

b ○

平成26年度
・地域移行支援
　利用人数 　6人
・地域定着支援
　利用人数　30人

平成29年度
・地域移行支援
　利用人数　 30人
・地域定着支援
　利用人数　100人

地域定着支援については、利用者
数が横ばいとなっていますが、地
域移行支援については年々増加傾
向にあり、精神科病院等での制度
の認知度が上がってきていると思
われます。
精神科病院からの地域移行におい
て、指定一般相談支援事業者と精
神科病院の退院後生活環境相談員
とのさらなる連携が必要となって
きます。

保健福祉局
障害者支援
課

62
いのちをつなぐネット
ワーク事業

高齢者のみならず、支援を必要と
している人が社会的に孤立するこ
とのないよう、住民と行政の力を
結集し、地域における既存の見守
りの仕組みを結びつけ、網の目を
細かくすることによって、地域全
体で見守り、必要なサービスなど
につなげていく取組みです。

各区担当係長（合計16名）は地域会合
に参加、出前主義による迅速な相談対
応に努め、地域での見守り活動を支援
しています。また、協力企業・団体の
拡大を図り、地域の見守りネットワー
クの充実を目指しています。

さらに、地域福祉ネットワークの網の
目を細かくしていくため、地域の活動
者・団体間、協力企業・団体との連携
促進を行います。

b ○ 継続実施

引き続き、地域での会合への参加
や出前講演による啓発、地域団
体・民間企業等が参加するいのち
をつなぐネットワーク推進会議を
開催し、全市的な取組みを推進す
る必要があります。また、支援が
必要な人に関する地域からの個別
相談に対しては、区役所内部の連
携及び関係機関との協力により、
行政サービスにつないだり、地域
による見守り活動を支援する必要
があります。

北九州の地
域福祉2011
～2020
第四次北九
州市高齢者
支援計画

保健福祉局
地域福祉推
進課

～２８
年度

２９年
度

95
ひきこもり地域支援セ
ンター事業

「ひきこもり」の問題を抱えた当
事者や家族を支援するための相談
支援の場、居場所作り、「ひきこ
もり」に関する情報発信の拠点、
関係機関の連携の拠点として、ひ
きこもり地域支援センターを運営
します。

ひきこもり地域支援センターにおい
て、当事者や家族の相談業務、フリー
スペースを活用した当事者の居場所作
りを行いました。

相談延べ件数：1,975件

利用者のニーズを把握しながら、継続
して相談業務や居場所作り、家族の交
流に対する支援などを行います。

b ○ 継続実施

比較的高い年齢で、長期間ひきこも
りの状態の方については、社会復帰
を目指した支援がより困難な状況で
あり、スモールステップで継続的な支
援が必要です。
また、相談者の中には、精神疾患や
発達障害があると疑われる方もおら
れるため、医療機関や療育機関等へ
つなぐことも必要です。

「元気発
進！子ども
プラン」

保健福祉局
障害者支援
課

96
夜間・休日精神医療相
談事業【新規】

夜間・休日の精神疾患急変時等に
相談できる窓口を設置し、精神障
害のある人や家族等の不安を軽減
することで地域生活を支援しま
す。

順調に実施しています。

相談件数：1,684件
平成２９年度も継続実施します。 b ○ 継続実施

相談件数が前年度に比べ300件ほど
増加した。平成29年度も引き続き
相談者のニーズに対応していく。

保健福祉局
障害者支援
課

所管課
目的
達成
状況

他の分野別計
画との関連性

事業の方向性

目標年度

事業目標

数値目標達成状況及び現状分析、今後の
課題

３　充実した福祉サービスの提供

（ｂ）施設から地域生活への仕組みづくり

平成２９年度の取組予定
事業
番号

事業名 事業概要 平成２８年度の実施状況

（ｅ）精神障害のある人への地域生活の支援

事業
番号

事業名 事業概要 平成２８年度の実施状況 平成２９年度の取組予定
目的
達成
状況

事業の方向性

数値目標達成状況及び現状分析、今後の
課題

他の分野別計
画との関連性

所管課目標年度

事業目標

【3-b】59-62

1
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北九州市障害者計画進捗状況管理表（抜粋） 【拡充版№163～№187】

３　充実した福祉サービスの提供

（ｅ）精神障害のある人への地域生活の支援

～２８
年度

２９年
度

165
【新規】退院後生活環
境相談員の支援

精神科病院に設置される退院後生
活環境相談員と地域援助事業者と
の合同研修を行い、相談技術の向
上と連携の促進を図ります。

多職種連携をテーマに合同研修を行
い、事例検討やグループワークに取り
組みました。
（全２回、延べ１４３名が参加）

研修内容を再検討し、東部地区と西部
地区の計２回実施予定。

b ○ 継続実施

精神科病院に所属する看護師や作
業療法士等の多職種での合同研修
を企画していくこと、また、地域
の相談支援事業所の参加率を上昇
させていくことが課題です。

保健福祉局
障害者支援
課

168
【新規】ピアサポー
ターによる相談支援

ピアサポーターが、精神科病院を
訪問し、入院中の精神障害者との
交流を通して退院に向けた支援を
行います。
また、ピアサポーターを相談支援
事業所へ派遣し、経験者の立場か
ら入院中の精神障害者退院支援を
行います。

相談支援事業者等を対象とする研修会
にピアサポーターが参加し、活動内容
の周知を行いました。

精神科病院へ実際に出向き、長期入院
者への助言や付き添い支援を行いまし
た。

平成２９年度も継続実施していきま
す。

b ○ 継続実施

ピアサポーターを受け入れる精神
科病院が少ないため、ピアサポー
ターによる相談支援を積極的にＰ
Ｒしていく必要があります。

保健福祉局
障害者支援
課

～２８
年度

２９年
度

20
発達障害者総合支援事
業

発達障害者支援センター「つば
さ」が中心となり、街頭啓発や研
修・セミナーの実施、ライフス
テージごとの各種相談、困難事例
の対応策を検討する「処遇検討
会」の開催などを行います。ま
た、「発達障害シンポジウム」の
開催や、「発達障害者のためのサ
ポートファイル」の周知・活用な
どを行います。

発達障害者支援センター箇所数　2箇所
相談支援件数（実人数） 929人

・発達障害シンポジウム「発達障害児
者の二次障害を考える」の開催
　(平成28年11月6日　参加者：318名)
・サポートファイルりあんの配布数
　　　　　　　　　　累計 2,425冊

 引き続き発達障害者支援センターにお
いて丁寧に相談事業にあたるほか、支
援機関の職員の支援技術の向上を図る
ためのセミナー・研修の開催や啓発活
動を行います。また、より利用し易い
サポートファイルへ改善し、一層の普
及につなげていきます。

b ○

平成26年度
発達障害者支援セン
ター箇所数　2箇所
相談支援件数
（実人数）
980件（人）

平成29年度
発達障害者支援セン
ター箇所数　2箇所
相談支援件数
（実人数）
1,200件（人）

相談実人数は前年度（1,011人）と
比べ929人と概ね変動はなく、昨年
度に引き続き多くの利用者の悩み
や不安の解決につなげることがで
きたと考えられるため、順調であ
ると判断しました。

「元気発
進！子ども
プラン」

保健福祉局
障害者支援
課

103
ペアレントメンターの
養成【新規】

発達障害の子どもを持つ親を支援
するため、発達障害のある子ども
を育ててきた同じ立場の親をペア
レントメンターとして養成し、発
達障害のある子どもの子育てに悩
む親たちの精神的な支えとなった
り、適切な機関へつないだりする
活動を行います。

ペアレントメンターが、診断されて間
もない時期の保護者を対象とした座談
会や、子育てサポーターの研修会で、
自らの子育て体験を語りました。

ペアレントメンターの活動回数
10回

発達障害の診断を受けて間もない時期
の保護者を対象とした座談会等で、子
育て体験談を話したり、情報提供を
行ったりします。

b ○ 継続実施

発達障害者支援センター「つば
さ」のコーディネートのもと、活
動の状況を見極めながら、内容や
回数等を考慮して実施していく必
要があります。

保健福祉局
障害者支援
課

目標年度

事業目標

事業の方向性

数値目標達成状況及び現状分析、今後の
課題

他の分野別計
画との関連性

所管課

４　発達障害等に対する取り組み

（ａ）発達障害のある人、難病の人等に対する支援

事業
番号

事業名 事業概要 平成２８年度の実施状況 平成２９年度の取組予定
目的
達成
状況

事業の方向性

事業
番号

事業名 事業概要 平成２８年度の実施状況 平成２９年度の取組予定
目的
達成
状況

目標年度

事業目標

数値目標達成状況及び現状分析、今後の
課題

他の分野別計
画との関連性

所管課

【拡充 3-e】165～168
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